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［本研究の目的］知的障害特別支援学校における「主体的・対話的で深い学び」に基づく
対話型鑑賞の授業モデルの検討
①中学部美術科の授業での対話型鑑賞における「主体的・対話的で深い学び」の現状の分析
②「生徒の発言」と「問いかけ」との関連についての検討

［研究方法］
１．対 象

大阪教育大学附属特別支援学校中学部美術科の授業
（計６回）

２．内 容
対話型鑑賞を全６回実施／鑑賞作品は３作品

３．手続き
①対話型鑑賞における「主体的・対話的で深い学び」
の定義づけ（表１）

②対話型鑑賞での生徒の発言から「主体的・対話的で
深い学び」と「問いかけ」の関連を分析

［結 果］
１．対話型鑑賞での生徒の発言を４観点に分類（図１）

２．対話型鑑賞における「主体的・対話的で深い学び」
と「問いかけ」の関連（表２）

表２ 対話型鑑賞における「主体的・対話的で深い学び」に関連する
「問いかけ」(一部抜粋）

［考 察］
１．知的障害支援学校中学部での対話型鑑賞における「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」のつながりを捉えることができた。
２．対話型授業での「準備」「実践」「ふりかえり」の重要な視点（鈴木・田代,2019）から結果を捉えると以下のことがわかった。
①複数回鑑賞→他者の発言を聴いて見方・感じ方を形成
②見る部分の焦点化や身近なものに例えての問いかけが対話を始める時に必要
③「フォーカシング」「ポインティング」「パラフレイズ」は、自分の見方・感じ方を形成するために必要
３．今後は、「主体的・対話的で深い学び」が実現された対話型鑑賞の授業での生徒の学習評価の在り方について検討していきたい。
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表１ 対話型鑑賞における「主体的・対話的で深い学び」の発言の定義

図１ ４観点での生徒の発言の割合

※４観点：①主体的な学びの発言 ②対話的な学びの発言
③深い学びの発言 ④その他の発言

［今年度の目的］
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